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　自動車用のタコグラフ（運行記録
計）を1960年に日本で初めて製造・
販売した矢崎総業。その計装事業を
引き継ぎ2012年6月に設立されたの
が矢崎エナジーシステムである。同社
は、国内トップシェアのタコグラフやタ
クシーメーター、ドライブレコーダー、
テレマティクスシステムなど多様な車
載機を開発。これらが搭載されてい
る台数は約155万台にものぼる。
　トラック、バス、タクシーなど運輸
業界では、安全、省エネ、エコ（環境）
を追求するため、車載機を活用した
業務改善や労務管理に力が入れられ
ている。こうした取り組みを後押しす
べく、同社製品もアナログからデジタ
ル化、ネットワーク化へと進化する中
でさまざまな高機能化が図られてき
た。そして同社のビジネスモデルも機
器販売からシステム販売、モバイル通
信と連携したクラウド型サービス提
供へと進化を遂げている。

車載機の機能を統合して付加価値
事故防止に貢献する先進技術も開発

モバイル内蔵デジタコで
運行データをセンターに集約

　モバイル＆クラウド対応へ大きな
ステップを踏み出した製品が、2013
年2月に発売したデジタルタコグラフ
「DTG5」である。
　それまでの機種は運行データをメ
モリカードに記録・保存し、事務所
などに設置したリーダーで読み出し
て集計・分析を行う仕組みだったが、
「DTG5」では本体に携帯電話の3G
通信モジュールを組み込み、リアル
タイムなデータ収集を可能とした。ま
た、モバイルによる双方向通信を生か
して、車両のイグニッションON/OFF
のみで自動的にデータ収集する業界
初の「ノン・オペレーションモード」、
事務所のPCからテキスト入力して送

信した内容を車載端末で音声に変換
して出力する音声読み上げ機能など
も実現している。
　この新機種投入に合わせて、車載
端末から携帯電話網および通信事業
者の閉域網を使ったセキュアなネット
ワークで運行データをデータセンター
で一元的に管理するクラウドサービス
「ESTRA-Web」の提供も開始。PCと
インターネット接続環境さえあれば、
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車両1台につき月額2300円で運行
データのチェック・分析、さらに運行
日報の集計・出力も行えるようにした。

中小事業者に大きなメリット
タコグラフ導入のすそ野を拡大

　矢崎エナジーシステム 計装事業部 
企画部長・海外推進部長の市川孝幸
氏は、「この新しい仕組みは、運輸業界
で圧倒的に多い中小の運輸事業者を
メインターゲットにしています」と語る。
　運輸業界では1960年代からタコグ
ラフの装着義務が法制化され、対象
車両の枠も段階的に広げられてきた。
そして現在も、トラック向けの適用
基準の見直し（総重量・積載量の引き
下げ）が検討されている。加えて、商
用車の事故が増加傾向にあることか
ら、中小事業者にも労務管理や点呼
管理の罰則規定が強化されている。
　こうしたことにより、タコグラフを導
入すべき事業者のすそ野も広がるこ
とになるが、従来のシステムでは事務
所側の設備投資や運用管理が大きな
負荷となっていた。
　その解決策がモバイル＆クラウド
だった。「コストが抑えられるだけで
なく、すぐに使い始められることも大
きなメリット」と市川氏。「DTG5」の
販売実績を分析すると、デジタルタコ
グラフを初めて導入した事業者が7
割、車両の平均保有台数11台と、ま
さに狙い通りのユーザー層に受け入
れられている。
　また、導入効果については、労務
管理にかかる作業時間の短縮（事務
所側で1日5分、ドライバー側で1日3
分）や燃費改善・CO2排出量削減など
が明確になっているという。

画像認識技術を生かし
走行中の危険を自動検知

　矢崎エナジーシステムでは、車載
機の付加価値化として、“予防安全技
術”の開発にも注力している。「デジ
タルタコグラフやドライブレコーダー
は、記録データを分析・解析するのが
本来の機能ですが、それだけでは事
故を減らすことはできません。そこで、
当社が長年培ってきたセンシング技
術とモバイルを組み合わせて、事故を
未然に防ぐ機能の強化を進めていま
す」と市川氏は説明する。
　例えば、長年の事故解析の経験で
培った独自手法により危険兆候運転
のアルゴリズムを開発。走行データか
ら危険兆候を自動検知し、運転手へ
の注意喚起、走行時映像の記録とと
もに事務所にも警告通知する仕組み
を提供している。また、膨大な運行
データを活用して危険の多い箇所な
どを通知するオリジナルのハザード
マップを作成している。
　これらに加えて、ドライブレコーダー
に装備されている単眼カメラを利用し
た新機能開発にも取り組んでいる。

　まずは2013年6月、カメラ映像か
ら路面の白線を自動認識して走行
中の車線逸脱やふらつきを警告する
LDW（Lane Departure Warning）
機能を開発し、デジタルタコグラ
フ機能も備えたドライブレコーダー
「YAZAC-eye3」に機能追加。続いて
2015年をめどに、前を走る車との間
隔を認識し注意喚起と映像記録を行
う「前方車両認識」、路面上の制限速
度表記と車両の走行速度を比較して
の警告や横断歩道の手前に書かれ
た横断歩道マークを認識して警告を
行う「路面標識認識」、交差点進入時
の信号の形状と色を認識し記録する
「信号機認識」といった、いずれも日
本初となる機能を提供していく考え。
　さらに将来は、車載機同士のさら
なる連携や統合による通信ハブ化、
商用車プローブ情報の地域防犯・防
災への活用などの実現も見据えてい
る。同時に、先進的な技術の海外展
開にも積極的に取り組み、これまで
にASEAN諸国で高い導入実績を獲
得している。市川氏は、「日本発の車
載機を世界標準にしていきたい」と意
気込みを語っている。

矢崎エナジーシステム
計装事業部企画部長・海外推進部長　市川孝幸氏

 図1　矢崎エナジーシステムが提供している機器およびサービス
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図2　予防安全技術により実現した機能

・危険兆候運転警告＜運行状態を監視する独自アルゴリズム＞
・ハザードマップ（ヒヤリ・ハット情報）

危険兆候運転を常時監視する
独自アルゴリズムの開発

ハザードマップ（ヒヤリハットMAP）を
通信で自動生成、配布
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